
いろんな「あ」があるんですね。では、ここにいる４にんのこどもたちは、なにをみて「あ」と

いったのでしょう。「あ」のあとに なんていっているのか、かんがえて いってみてね。 

  

 

 

 

 

 

★がっこうが おやすみのあいだ こくごのきょうかしょをつかって おうちで がくしゅうし

ましょう。ひとりでも できますが できれば おうちのかたと いっしょに やりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の方へ】 

教科書を一緒に見ながら「ここはどこかな？公園かな？原っぱかな？季節はいつ？」などと質問しながら、挿絵

をもとに想像をふくらませたり、挿絵にある動植物や子どもたちの様子に気付いたりするよう、働きかけてみて

ください。「あ、この男の子はおたまじゃくしをみつけたんだね」「小鳥のひなが２羽いるよ」など、お子さんが

話したら「すごいね！よく見つけたね」「よく考えられたね」等、うんとほめてあげてください。教室では、友

達の意見も聞いて自分だけでは思いつかないことを学んでいくのですが、かわりに家族みんなで「おばあちゃん

は、この花はスミレだと思うよ」「あ、お父さんも見付けたよ！」と語り合えると学習が広がっていきます。 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

あだちく １ねん こくご きょうかしょを つかって       

おうちでがくしゅう①   「なかよしのき」 P１ 
足立区教育委員会 

こくごのきょうか

しょの さいしょ

のぺーじを ひら

いてみましょう。

なんてかいてある

かな？ こえにだ

して よんでみま

しょう。 

そうですね「あ」とかいてあ

ります。あなたは どんなと

きに「あ」といいますか？ま

た どんなふうに「あ」とい

いますか？ 

こえにだして いってみまし

ょう。おどろいたように？う

れしそうに？どんなときに、

どんなきもちでいうのか おう

ちのかたにせつめいしてね。

ね。 

【保護者の方へ】 

話し合いだけでも十分ですが、付箋を使っ

て左のように、お子さんが話したことを書

いて貼っていくのも良いでしょう。自分で

書きたいと言ったら鉛筆で書かせてあげ

てください。家族みんなで気付いたことを

書き込んでいくと、より楽しく学習を深め

ることができると思います。国語学習のス

タートにあたり、言葉の楽しさを味わった

り、国語の学習への期待を高めたりできる

ようにお願いします。保護者の方の働きか

けによって、お子さんの想像力や表現力を

豊かにしていけると思います。 



いろんな「あれ」がありますね。では、ここにいる こどもたちは、なにをみて「あれ」といっ

たのでしょう。「あれ」のあとに なんていっているのか、かんがえて いってみてね。 

  

 

 

 

 

 

★がっこうが おやすみのあいだ こくごのきょうかしょをつかって おうちで がくしゅうし

ましょう。ひとりでも できますが できれば おうちのかたと いっしょに やりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の方へ】 

教科書を一緒に見ながら「ここは前のページと同じみたいだけどずいぶん変わったね。どうしてだろう？変わっ

たところはどこか見付けられるかな？子供達は全員同じ子供かな？」などと質問しながら、挿絵をもとに想像を

ふくらませたり、挿絵にある動植物や子供たちの様子に気付いたりするよう、働きかけてみてください。「あれ？

オタマジャクシがカエルになっている！」「先生を呼んで来た子供がいるよ」など、お子さんが話したら「すご

いね！よく見つけたね」「よく考えられたね」等、うんとほめてあげてください。前回同様、家族みんなで「ひ

なが大きく育って飛べるようになってるね」「あれ？シロツメクサの花が咲いているね。おばあちゃんも子供の

頃、よく摘んで花の冠を作ったよ。今度作り方を教えてあげる」などと語り合えると学習が広がっていきます。 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

あだちく １ねん こくご きょうかしょを つかって       

おうちでがくしゅう② 「なかよしのき」 P２．３ 
足立区教育委員会 

こくごのきょう

かしょの ２ぺ

ーじを ひらい

てみましょう。

なんてかいてあ

るかな？ こえ

にだして よん

でみましょう。 

そうですね「あれ」とかいてあり

ます。あなたは どんなときに

「あれ」といいますか？また ど

んなふうに「あれ」といいます

か？ 

こえにだして いってみましょ

う。ふしぎにおもったときに？な

にかをさすときに？どんなとき

に、どんなきもちでいうのか お

うちのかたに せつめいしてね。 

【保護者の方へ】 

話し合いだけでも十分ですが、付箋を

使って左のように、前回同様、お子さ

んやご家族が話したことを書いて貼っ

ていくのも良いでしょう。自分で書き

たいと言ったら鉛筆で書かせてあげて

ください。また、挿絵からお話作りへ

と発展させることもできます。お子さ

んが話したことを文にして付箋に書い

て貼っていくと、世界に一つだけの絵

本になります。お話作りの学習は、お

子さんの想像力や表現力を豊かにし、

作文の力も育てていけると思います。 



このおはなしを さいしょから とおして よんで みましょう。このおはなしで いちばん

おもしろかったのはどこですか。おうちのかたに おはなし してね。 

 

  

 

 

 

 

 

★がっこうが おやすみのあいだ こくごのきょうかしょをつかって おうちで がくしゅうし

ましょう。ひとりでも できますが できれば おうちのかたと いっしょに やりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の方へ】 

教科書を一緒に見ながら「ついに、こんな楽しい木ができたね。誰がどこでどんな遊びをしているのか、見付け

たら教えてね。自分だったらこの木でどんなふうに遊びたい？」などと質問しながら、挿絵をもとに想像をふく

らませたり、挿絵にある動植物や子供たちの様子に気付いたりするよう、働きかけてみてください。「秘密基地

みたいな部屋があるよ」「この男の子は、わーい！って言いながら滑っているよ」など、お子さんが話したら「す

ごいね！よく見つけたね」「よく考えられたね」等、うんとほめてあげてください。前回同様、家族みんなで「ブ

ランコを押してくれているのは、きっと先生だね」「滑り台の下にいる子は、かくれんぼしているのかな」など

と語り合えると学習が広がっていきます。平仮名がよく読めないお子さんには、一文字ずつ指を指して声に出し

て読む練習をさせてください。指を指すことにより、文字と音声を一致させることができます。まずは短い文が

スラスラ読めるまで練習させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あだちく １ねん こくご きょうかしょを つかって       

おうちでがくしゅう③ 「なかよしのき」 P４．５ 
足立区教育委員会 

こくごのきょう

かしょの ４ぺ

ーじを ひらい

てみましょう。

なんてかいてあ

るかな？ こえ

にだして よん

でみましょう。 

たくさんのこどもたちが「なか

よしの き」であそんでいます

ね。どんなきもちであそんでい

るのかそうぞうしながら こえ

にだしてよんでみましょう。 

だれが どこで どんなことを

しているのか みつけて おう

ちのかたに せつめいしてね。

じぶんだったらなにをしてあそ

びたいかも はなしてみてね。 

【保護者の方へ】 

話し合いだけでも十分ですが、付箋

を使って左のように、前回同様、お

子さんやご家族が話したことを書

いて貼っていくのも良いでしょう。

自分で書きたいと言ったら鉛筆で

書かせてあげてください。お子さん

が話したことを文にして付箋に書

いて貼っていくと、世界に一つだけ

の絵本になります。最後に、このお

話の感想も聞いてみてください。感

想文を書く力が付くと思います。 


